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～介護事業部ニュース～

～練習中～

介護事業部総会
「五日市地区看多機・定巡開設直前！医療との連携 とことん10の基本ケアの実践を
進めよう」をテーマに掲げ4月6日に総会を行いました。

田中専務理事の開会あいさつでは、患者さんが明確な意思を
持って来られる医療に対し、介護は生活の中に入っていくため
介入が難しいというお話をされました。そのなかでもサービス利用
に消極的な組合員さんの見守りを続け、ここぞというタイミングで
利用に繋げることができた包括の事例を紹介されました。総会の
場でこのような事例を共有でき今後のやる気に繋がりました。
福山理事長からは、「医療から介護事業に期待するもの」として
病院や診療所が開所するまでの取り組みやそれまでの患者さんとの
関わりをお話しいただきました。組合員さんも建設に向け頻繁に
準備室へ出入りされていたことを知り、地域にひらかれた組織である
ことを実感しました。
大野常務からは、「元気な時から看取りまで生協にまかせんさい!!

10の基本ケアを全面的に実施しコープあんしんシステムをつくろう」をテーマにお話しいただき
ました。10の基本ケアとあんしんシステムを多職種ワンチームでどのように広めていくか、改め
て考えるきっかけになりました。

基調報告では、各エリアが一体化を進め、ひとりの利用者をみんなで支えていくという取り組
みを中心に今年度事業方針について浴長部長より報告がありました。田頭事務長からは介護
報酬改定とあんしんセンターコープ五日市の竣工式内覧会の報告がありました。また、各エリア
からの実践報告、10の基本ケアプロジェクトより2024年度計画案内と取り組み報告がありまし
た。10の基本ケア研修後に参加者から次に学びたい内容や要望が多く挙がったとのことで次に
つながる報告となりました。

グループ討議では、講演や報告を受けてそれぞれが
2024年度どう実践していくかを話し合いました。断らないこ

と、多部署と連携しコミュニケーションを積極的にとること、
新しい事業の知識を深めていくなどの意見がでました。

今回介護事業部以外の部署からも多くご参加いただきま
した。事業所が離れており顔を合わせる機会が少ないた
め、医療と介護の連携を進めていくうえで交流する良い機
会となりました。

23、24年度入職・異動職員紹介もありました！


